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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

 
 

１
１
月
１
８
日 

市
駅
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
会
議 

 
 

 

１
９
日 

会
議
、
９
条
の
会
い
っ
せ
い
宣
伝 

 
 

 

２
０
日 

し
の
ぶ
会
、
ク
ラ
ス
会 

 
 

 

２
１
日 

地
域
行
動
、
地
質
勉
強
会
、
河
西
生
活
相
談 

 
 

 

２
２
日 

会
議
、
自
治
研
地
域
交
流
会 

 
 

 

２
３
日 

市
民
連
合
つ
ど
い
、
地
域
訪
問 

 
 

 

２
４
日 

市
駅
生
活
相
談
、
地
域
訪
問
、
国
保
勉
強
会 

 

 

 

 

 

共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
は
、
沖
縄
県
高
江
の
米
軍
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
に
反
対
す
る
市
民
に
、
大
阪
府
警
の
機
動
隊
員

が
「
土
人
」
と
差
別
発
言
し
た
が
、
「
差
別
だ
と
断
定
で
き

な
い
」
「
こ
れ
が
差
別
発
言
か
理
解
で
き
な
い
」
と
繰
り
返

す
鶴
保
庸
介
沖
縄
北
方
相
に
、
１
４
日
市
内
の
事
務
所
を
訪

ね
大
臣
辞
任
を
求
め
ま
し
た
。（
１
５
日
付
日
刊
赤
旗
）。
菅

官
房
長
官
は
「
不
適
切
」
、
金
田
法
相
も
「
差
別
用
語
」
と

認
め
、
広
辞
苑
で
も
「
土
人
」
は
「
未
開
の
土
着
人
。
軽
侮

の
意
を
含
ん
で
使
わ
れ
た
」
と
。
ま
た
鶴
保
氏
は
大
臣
就
任

時
か
ら
「
沖
縄
の
振
興
策
と
基
地
問
題
は
リ
ン
ク
し
て
い

る
」
と
“
カ
ネ
を
ち
ら
つ
か
せ
基
地
を
押
し
付
け
る
”
姿
勢

を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。
沖
縄
担
当
な
ら
沖
縄
の
歴
史
の
一

端
で
も
勉
強
す
れ
ば
い
か
に
沖
縄
を
侮
辱
す
る
言
葉
か
分

か
る
は
ず
。
こ
れ
だ
け
で
も
驚
く
べ
き
認
識
で
す
が
、
０
４

年
に
年
金
未
納
、
０
６
年
と
１
６
年
に
３
５
キ
ロ
、
４
３
キ

ロ
と
車
で
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
１
３
～
１
５
年
は
キ
ャ
バ
ク
ラ

や
ラ
ウ
ン
ジ
で
１
回
２
５
万
円
と
か
１
７
万
円
も
の
大
金

を
政
治
活
動
費
と
し
て
何
回
か
支
出
し
た
と
さ
れ
、
本
年
８

月
下
旬
に
は
週
刊
誌
２
誌
で
モ
ラ
ハ
ラ
騒
ぎ
が
報
じ
ら
れ

る
な
ど
、
大
臣
ど
こ
ろ
か
政
治
家
の
資
質
す
ら
疑
い
ま
す
。 

読
者
の
皆
さ
ん
は
こ
の
人
に
投
票
し
て
い
な
い
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
が
和
歌
山
県
選
出
の
参
院
議
員
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
山
本
有
二
農
水
大
臣
と
と
も
に
、
沖
縄
と
喧
嘩
す
る
人
を

故
意
に
任
命
し
た
と
し
か
思
え
な
い
ア
ベ
首
相
の
独
裁
ぶ

り
。
次
の
総
選
挙
で
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。（
編
集
室
） 

 
 

 

 

１
１
月
１
３
日
の
日
曜

日
、
活
気
あ
る
住
み
よ
い

和
歌
山
市
を
つ
く
る
会
の

主
催
で
、「
和
歌
山
市
政
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
姫
田
市
会

議
員
の
案
内
で
市
議
の
み

な
さ
ん
の
よ
く
ま
と
め
ら

れ
た
資
料
を
も
と
に
説
明

を
う
け
ま
し
た
。 

 

伏
虎
中
学
校
→
城
北
小

学
校
→
本
町
小
学
校
→
市

駅
→
雄
湊
小
学
校
→
下
津

港
→
和
歌
山
城
→
芦
原
文

化
会
館
→
南
イ
ン
タ
ー
建

設
地
→
ぶ
ら
く
り
丁
へ
と

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
回
り
ま

し
た
。 

 
好
天
に
恵
ま
れ
深
ま
り

ゆ
く
秋
を
感
じ
な
が
ら
の

勉
強
で
、
と
て
も
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

小
中
学
校
の
統
合
問
題

や
薬
学
部
、
看
護
大
学
な

ど
の
増
設
と
市
駅
頭
周
辺

の
開
発
計
画
、
道
路
建
設

…
…
。
こ
れ
ら
が
市
民
の

生
活
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
り
、
安
心
し
て

住
め
る
、
若
者
が
希
望
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
の
か
、
し
っ

か
り
皆
さ
ん
と
考
え
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

参加者の皆さん

と親睦、交流を深

めながらウオッ

チング。（芦原文

化会館でパチリ） 

 

 

１
１
月
１
５
日
（
火
）
市
役
所
１
４
Ｆ

で
伏
虎
義
務
教
育
学
校
の
説
明
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
伏
虎
義
務
教
育
学
校
は
伏
虎

中
学
校
・
雄
湊
・
城
北
・
本
町
小
学
校
の

４
校
を
統
廃
合
し
、
現
城
北
小
学
校
の
土

地
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。
す
で
に
、
躯

体
が
出
来
上
が
り
開
校
ま
で
約
５
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。 

こ
の
学
校
は
新
し
い
種
類
の
学
校
と
な

る
義
務
教
育
学
校
と
し
て
、「
和
歌
山
市
立

伏
虎
義
務
教
育
学
校
」
と
規
定
さ
れ
、
設

置
さ
れ
ま
す
。
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校

と
い
う
こ
と
で
和
歌
山
市
と
し
て
も
初
め

て
と
な
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
開
校
に
当
た
っ
て
は
、
念
入
り
に

計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
達
に
不

利
益
が
及
び
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
、
行
政
・
保
護
者
・
地
域
の
住
民

み
な
さ
ん
と
共
に
不
足
の
な
い
取
り
組
み

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
義
務
教
育

学
校
は
９
年
間
の
教
育
課
程
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
か
ら
、
入
学
式
は
一
年
生
の
入

学
（
前
期
課
程
）
時
、
卒
業
式
は
９
年

生
（
後
期
課
程
）
修
了
時
に
行
い
、
６

年
生
（
前
期
課
程
）
修
了
時
と
７
年
生

（
後
期
課
程
）
開
始
に
修
了
式
と
進
級

式
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
と
の
事
で
す
。
進

級
式
等
が
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る

の
か
不
明
で
す
が
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
節
目
と
な
る
催
し
で
す
の
で
卒
業

式
等
に
相
当
す
る
催
し
と
な
る
よ
う
、

出
来
る
だ
け
明
確
な
も
の
を
示
し
て
欲

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
た
め
、
子
ど
も
達

だ
け
で
な
く
先
生
方
へ
の
負
担
も
危
惧

さ
れ
ま
す
。
先
生
の
過
剰
な
負
担
は
子

ど
も
達
に
も
影
響
し
ま
す
。
教
員
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
に
つ

い
て
も
心
配
り
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

説
明
会
で
は
、
学
校
生
活
に
つ
い
て

や
、
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
要
望

に
応
え
る
と
と
も
に
、
十
二
分
な
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

建設中の伏虎義

務教育学校 

http://nrikonohey.exblog.jp/iv/detail/?s=26379552&i=201611/15/68/b0226568_10113192.jpg

